
l

e

-

-

-

l

i

p

-

-

;

l

 

• 

1zoト
t
h
v
N
f
H
1
1
u
p
-
-
M
N
n
H

・1
L
V

・-9
?
;
;
J
h
μ
T
U
M
M
"

トJη
h
F
a
p
n
-
-
a
u
v
t
r制
I
1
1
4
a

ト，‘・
e質、
Fdg『
u
n
ω
a
E
n
H
"、
“
干
良
、
F
V

・bf
h旬

t
f
p

・t
・?1vJVJ刊
u
t
ι
v
u
F
l
z
v
a
v
v

‘，.

tai--1咽
BEz--zιJ1咽
l
'

・aa
，，.，，‘・
S
S
3

・18
4
$
1
J
-
a
z
a
a
a

，‘la
E

・E・-a
p

・哩E--a
，EE'ESE
・E・-
E
B
E
z
-
-
-
g
a
l
-
-
a

‘.5.. 
，.4
'

・

e--aI'

・E・E-a't4
・

‘.

a

l

f

i

l

-

-

i

l

 

:
!
;
0

・

1

j

i

-

-

i

l

o

l

l

i

-

-

i

l

-

-

J

e

-

-

-

li 

コ
ト

時
次
右
衛
門
の
知
行
は
矢
張
り
百
石
で
あ
っ
た
。
郎
吉
定
の
嫡
子
才
次
郎
定
次
が
大
理
寺
務
に
仕
へ
た

ゴ
ト
ウ
タ
ン
エ
号
ン
後
藤
茜
右
衛
門
後
藤
琢
一
る
を
以
て
、
忠
清
は
育
定
の
後
を
織
ぎ
‘
五
人
技
持

莱
の
門
下
で
、
白
銀
師
を
臨
と
し
、
能
脅
七
尾
に
住
一
を
給
は
り
、
老
後
玄
意
と
務
し
、
元
職
十
七
年
一
一
一
月

し
た
。
後
に
金
揮
に
移
り
、
そ
の
子
に
甚
右
衛
門
光
一
廿
四
日
夜
し
た
。

章
・
松
三
郎
鈍
光
が
あ
り
、
弟
に
庄
兵
衛
が
あ
っ
た
。
一
ゴ
ト
ウ
タ
へ
イ
後
藤
太
兵
衛
石
川
榔
抑
野
の

慨
に
能
管
後
藤
と
い
は
れ
る
。
一
人
。
寛
永
二
十
年
十
村
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
明
勝
元
年

ゴ
ト
ウ
セ
ツ
タ
イ
後
藤
一
審
袋
金
揮
の
俳
人
。
一
か
ら
私
費
を
以
て
泉
野
の
地
脅
開
墾
し
、
高
治
元
年

遇
制
併
治
兵
衛
、
押
野
屋
氏
。
元
来
商
事
を
好
ま
ず
、
て
」
L
に
泉
野
新
・
泉
野
出
二
村
守
一
創
立
し
て
務
の
鈴

俳
鰭
を
以
て
底
京
績
の
聞
に
行
脚
し
た
。
初
め
梅
室
一
賜
を
得
、
寛
文
十
一
年
務
命
全
受
け
て
、
小
原
地
内

の
門
に
感
ん
で
遊
.
平
・
南
平
・
悠
.
平
と
践
し
、
所
属
を
一
か
ら
陣
川
の
上
流
内
川
の
水
荷
引
き
、
間
以
坂
用
水
を

葵
附
舎
叉
は
睦
月
庵
と
い
う
た
が
、
後
洪
亭
の
句
空
一
作
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

庵
ゃ
.
繕
席
し
た
。
明
治
十
九
年
四
周
十
日
夜
、
齢
六
一
ゴ
ト
ウ
テ
イ
ジ
ヨ
ウ
後
藤
程
乗
京
都
の
下
後

十
九
。
問
ば
や
・
句
空
庵
随
筆
・
節
句
答
日
記
等
の
者
一
一
牒
顕
莱
の
子
で
、
活
掃
や
・
理
兵
衛
、
部
や
・
光
呂
と
抑
制

が

あ

る

。

一

し

、

白

銀

師

を

識

と

し

て

、

前

川

綱

紀

の

時

抱

文

前

ゴ
ド
ウ
タ
ク
ジ
伍
堂
阜
商
弘
化
元
年
四
月
金
一
後
上
後
藤
と
隔
年
金
探
に
来
り
、
彫
金
に
従
ひ
、
文

相
伴
に
生
ま
れ
、
幼
名
鑑
太
郎
、
後
晋
栴
・
春
栴
・
春
開
・
一
侯
の
諌
倖
と
な
っ
た
。
創
刊
莱
の
来
る
時
は
蓮
池
苑
内

卓
爾
と
股
め
、
簡
は
知
則
、
宇
は
敬
甫
、
石
海
と
鋭
一
の
貸
屋
敷
に
腐
り
、
そ
の
泊
枇
を
後
悦
科
.
来
態
般
と

し
た
。
文
久
二
年
限
闘
を
京
都
の
新
宮
涼
庖
に
m
m
び
、
一
い
う
た
。

=
一
年
江
戸
の
蔵
宿
所
に
入
っ
て
開
審
を
脅
ひ
、
鹿
臨
一
ゴ
ト
ウ
ト
モ
モ
ト
後
藤
奥
元
大
山
市
寺
務
士
。

元
年
長
崎
に
往
き
、
三
年
そ
の
地
の
精
得
一
倍
に
於
い
一
幼
よ
り
突
に
枕
き
、
戸
田
金
剛
流
の
搾
街
・
梁
…
仰
を

て
閑
人
マ
Y

ス
フ
ェ
ル
ト
の
教
を
受
け
、
明
治
二
年
一
朝
日
ひ
、
叉
宮
町
凶
流
の
弓
術
脅
受
け
て
、
共
の
投
特
に

三
用
務
命
に
よ
り
て
、
利
関
ユ

1
ト
レ
ヒ
ト
に
赴
い
一
一
務
に
秀
で
L
ゐ
た
。
奥
冗
夙
に
製
茶
の
江
抑
制
仰
中
.

た
が
、
そ
の
受
け
る
所
初
等
の
皐
で
務
用
を
成
す
に
一
要
の
産
物
な
る
宇
・
思
ひ
、
茶
樹
培
盤
の
急
務
た
ろ
を

足
ら
ざ
る
を
思
ひ
、
九
居
館
闘
の
途
に
上
っ
た
。
是
一
唱
へ
、
明
治
二
年
務
に
諮
ひ
、
凶
遊
の
爾
側
延
長
三

よ
り
金
探
留
築
館
に
奉
職
し
、
七
年
m
m
跨
の
役
以
後
一
塁
徐
に
、
自
吸
を
以
て
茶
の
質
六
石
や
・
掃
穂
し
、
各

陸
軍
に
入
っ
て
陸
軍
ご
等
軍
留

E
に
昇
っ
た
。
大

E
一
既
に
使
所
を
設
け
、
之
そ
肥
料
と
し
て
培
養
す
る
こ

七
年
八
用
蕊
日
夜
、
亭
年
八
十
四
。
一
と
三
年
‘
将
に
摘
芽
の
期
に
去
ら
う
と
し
た
が
、
偶

ゴ
ト
ウ
タ
タ
ジ
ヨ
ウ
後
藤
疎
乗
遁
稽
孫
左
衛
-
-
腫
藩
に
際
し
て
法
令
弛
び
、
樹
様
悉
く
政
調
せ
ら
れ

門
、
爵
は
光
宗
。
室
町
時
代
の
名
工
結
束
の
玄
探
で
二
て
、
復
持
続
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
に
来
っ
た
。
し
か

白
銀
師
を
梁
と
し
、
前
倒
利
家
に
緑
せ
ら
れ
、
七
尾
一
も
そ
の
後
生
捷
を
茶
梁
の
滋
腿
に
致
す
こ
と
二
十
除

叉
は
金
揮
に
腐
り
、
後
に
脂
格
し
た
。
一
年
に
し
て
、
明
治
二
十
七
年
九
月
三
日
六
十
三
歳
を

ゴ
ト
ウ
タ
ダ
キ
ヨ
後
藤
忠
清
遁
講
才
次
郎
。
一
以
て
窮
夜
し
た
。
同
月
五
日
貨
勤
局
そ
の
功
努
そ
録

市
右
衛
門
清
重
の
次
男
。
白
銀
師
を
梁
と
し
、
才
次
一
し
て
銀
一
指
一
個
を
賜
は
っ
た
。

ゴ
ト
ウ
ノ
プ
ツ
グ
後
藤
延
次
週
帯
平
八
郎
。

点
享
二
年
尖
次
郎
兵
衛
の
配
知
二
百
石
脅
受
け
、
御

隣
奉
行
・
定
番
御
番
頭
ゃ
.
終
て
、
亭
保
八
年
紳
悶
御

前
附
物
関
孤
と
な
り
、
百
石
を
加
へ
、
十
二
年
十
周

廿
五
日
流
十
八
歳
宇
一
以
て
残
し
た
。

ゴ
ト
ウ
ノ
リ
キ
ヨ
後
藤
詮
清
逝
稽
七
兵
衛
。

七
兵
衛
清
貨
の
子
。
白
銀
闘
や
.
識
と
し
て
、
享
保
五

年
正
月
什
九
日
夜
し
た
。

ゴ
ト
ウ
ヒ
ザ
キ
ヨ
後
藤
久
清
迦
稽
七
兵
衛
。

七
兵
衛
続
税
の
子
。
白
銀
師
脅
梁
と
し
、
安
永
二
年

八
月
什
一
日
夜
し
た
。

ゴ
ト
ウ
ヒ
ロ
キ
ヨ
後
藤
康
清
市
右
衛
門
清
震

の
嫡
子
。
初
め
七
兵
衛
、
後
清
次
郎
。
白
銀
師
ゃ
.
梁

と
し
、
前
川
利
判
的
か
ら
切
米
流
十
依
荷
受
け
た
が
、

後
諸
取
人
の
切
米
や
・
召
上
げ
ら
れ
た
時
、
四
人
技
持

と
せ
ら
れ
た
。
斑
文
十
年
三
月
サ
二
日
夜
。

ゴ
ト
ウ
マ
タ
ス
ケ
後
藤
又
助
文
機
元
年
前
附

利
家
に
仕
ヘ
、
入
刊
.b・
そ
領
し
て
足
鰐
顕
と
な
り
、

殴
長
四
年
二
百
石
、
五
年
亦
二
百
石
や
・
加
へ
て
千
二

百
.h
に
烹
り
、
大
型
寺
の
役
及
び
大
坂
の
役
に
従
ひ
、

元
利
二
年
残
し
た
。
子
係
附
々
滞
に
仕
へ
る
。

ゴ
ト
ウ
モ
リ
ノ
リ
後
藤
守
典
迦
癖

m・
兵
衛
・

平
八
郎
0

・
￥
保
十
二
年
日
平
八
郎
延
次
の
治
知
三
百

石
奇
襲
ぎ
、
延
・
平
二
年
前
同
宗
民
の
大
小
持
続
問
、

三
年
海
珠
院
附
物
顕
強
に
任
じ
、
白
隠
一
一
年
十
二
月

二
十
日
向
自
問
し
て
甑
〈
存
命
、
コ
一
年
正
月
十
六
日

知
行
-P一
行
政
さ
れ
、
什
五
日
況
十
九
畿
や
・
以
て
裂
し

た。
ゴ
ト
ウ
モ
リ

εヨ
ウ
ジ
ン
後
藤
森
明
紳

M
H
モ
リ

鹿
島
郡
浅
井
に
在
っ
た
。
佐
官
就
斗
一
時
の
蟹
容
に

し
た
阪
や
・
捧
げ
、
前
邸
・
終
る
と
き
之
-P
・
参
詣
の
人
々

に
土
諜
脅
以
て
直
曾
し
、
そ
の
土
擦
を
捨
て
た
所
を

土
器
塚
と
い
う
た
が
、
天
正
八
年
以
降
こ
の
祭
儀
は

-・・圃・--
・圃・・
司圃・・
・圃・・・

絶
え
た
と
偲
へ
る
。
こ
の
口
碑
は
信
じ
鑑
い
。

ゴ
ト
ウ
ヤ
マ
後
藤
山
村
吋
鹿
島
郡
商
一
一
一
階

の
西
方
に
あ
る
山
。
高
さ
八
四
米
。

ゴ
ト
ウ
ヨ
ウ
ス
ケ
後
藤
周
助
金
擦
の
金
屋
町

が
、
筒
金
谷
出
丸
の
地
に
在
っ
た
頃
、
銀
座
及
び
吹

座
を
勤
め
た
。
金
屋
丈
仁
の
毎
割
問
に
、
附
寓
民
秀
背
の

時
、
前
回
利
家
は
後
藤
家
の
者
一
人
を
拝
領
し
た
き

こ
と
を
願
ひ
出
た
露
、
用
助
は
金
滞
に
下
旬
、
矢
山

中
.
計
と
栴
司
に
な
っ
た
と
あ
る
。
寛
永
十
四
年
間
一
一
一

周
の
鶴
間
に
金
屋
周
助
と
あ
る
の
も
同
人
で
あ
る
。

ゴ
ト
ウ
ヨ
シ
ザ
ダ
後
藤
吉
定
遁
稽
才
次
郎
。

市
右
衛
門
の
次
子
。
白
銀
師
を
識
と
し
た
。
生
附
越

後
。
鹿
長
年
中
前
倒
利
常
に
召
抱
へ
ら
れ
て
金
搾
に

来
り
、
-
苅
和
五
年
吹
座
脅
命
ぜ
ら
れ
、
百
.
石
を
受
け

た
。
寛
永
四
年
の
士
般
に
‘
百
石
銀
屋
後
藤
才
次
郎

と
載
せ
ら
れ
た
も
の
亦
こ
れ
で
あ
り
、
白
山
均
時
紳

祉
所
臓
の
提
柄
の
大
太
万
の
金
具
に
、
寛
永
況
戊
以

腐
十
一
周
昔
日
加
州
金
諏
佐
藤
原
朝
臣
住
後
脱
4
4
・次

郎
音
定
と
刻
す
る
も
の
も
同
人
で
あ
る
。
承
郎
元
年

夜
。
そ
の
子
芳
次
郎
定
次
は
大
現
寺
務
に
仕
へ
た

録
、
家
を
甥
荷
官
民
の
次
子
忠
清
に
裂
が
し
め
た
。

ヨ
ト
ガ
ハ
マ
琴
ヶ
演
鳳
京
都
銀
地
の
夜
間
な

る
遁
構
で
、
.
石
灰
質
砂
岩
踏
を
破
っ
た
黒
色
蹄
一
h
m
x

山
砦
の
柱
朕
節
理
が
痛
に
見
る
枇
硯
を
呈
す
る
。

コ
ト
ザ
カ
琴
摂
河
北
部
有
一
ヶ
庄
に
鹿
す
ろ
邸

前
。

コ
ト
ヂ
ト
ウ
ロ
ウ
議
斡
燈
能
金
滞
粂
六
問
の

曲
水
が
健
ヶ
抽
に
注
f
L町
に
石
造
の
虹
箆
揚
が
架
っ

て
跨
る
。
そ
こ
の
汀
に
徽
秒
鍛
徳
が
-I
っ
て
、
健
尖

な
爾
脚
を
水
と
停
と
に
跨
が
せ
て
ゐ
る
。
鍛
秒
と
い

ふ
の
は
、
そ
の
脚
の
形
が
琴
柱
に
似
て
ゐ
る
の
脅
低

め
か
し
た
名
で
あ
ら
う
0

.
石
川
稲
葉
よ
附
の
木
谷
藤

右
衛
門
が
そ
れ
を
務
侯
に
献
げ
た
も
の
で
あ
る
と
い


